
発行／玉東町議会　編集／玉東町議会広報特別委員会　熊本県玉名郡玉東町　TEL0968-85-3189

主な内容

2017（平成２9年）
7月31日発行

第41号

山北小学校　田植え

木葉小学校　田植え

６月定例議会議案審議

６月定例議会　一般質問（５名）

委員会報告

木葉駅前開発ワークショップ・議会の動き・編集後記

６月定例議会　一般質問（５名）

委員会報告

木葉駅前開発ワークショップ・議会の動き・編集後記
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平
成
二
十
九
年
度
玉
東
町
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び

特
別
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
た
。

一
般
質
問
に
５
人
が
登
壇
、熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会平成29年第2回 玉東町議会定例会
６月14日から16日の３日間活発なそして慎重な審議が行われた

（
主
な
質
疑
）

平
成
28
年
度
玉
東

町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
）専

決
第
５
号

問
林
議
員

廃
棄
物
処
理
約
１
億

４
千
万
円
の
事
業
は
�2
月

に
と
っ
た
予
算
だ
が
、
３

月
で
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
だ
が
。

答
町
民
福
祉
課
長

廃
棄
物
処
理
手
数
料

６
６
３
８
万
円
、
仮
置
場

の
管
理
と
廃
棄
物
処
理
業

者
へ
の
搬
入
委
託
料
１
２

６
２
万
円
、
損
壊
家
屋
の

解
体
撤
去
６
０
３
０
万
円

な
ど
が
繰
越
額
。
28
年
度

解
体
28
棟
で
繰
越
が
22
棟

で
今
年
度
に
は
終
わ
る
。

国
の
補
助
金
も
決
定
通
知

が
来
て
い
る
。

問
坂
本
議
員

応
急
修
理
費
、
１
件

��
万
円
と
言
わ
れ
た
が
端

数
の
何
千
円
と
あ
る
が
何

件
分
な
の
か
。

答
町
民
福
祉
課
長

正
確
に
は
上
限
57
万

６
０
０
０
円
で
す
。
28
年

度
当
初
約
１
０
０
件
分
を

見
込
み
５
７
６
０
万
円
計

上
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

上
限
ま
で
達
せ
ず
50
万
円

で
終
わ
っ
た
所
も
あ
り
、

そ
の
差
額
で
す
。
28
年
度

完
了
し
た
所
は
84
件
４
６

９
５
万
円
で
、
残
り
１
０

６
４
万
９
０
０
０
円
が
繰

越
金
額
で
す
。

承
認

平
成
29
年
度
玉
東

町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

問
林
議
員

各
所
に
あ
る
給
料
の

減
額
は
人
事
異
動
と
の
こ

と
だ
が
、
約
１
０
０
０
万

円
の
減
額
に
教
育
費
の
方

は
５
０
０
万
円
ほ
ど
増
額

は
。

　

立
木
補
償
２
９
０
万
円

で
休
園
で
消
毒
も
肥
料
も

し
な
い
木
で
も
補
償
は
す

る
の
か
。

答
総
務
課
長

県
の
後
期
高
齢
者
の

方
に
出
向
し
て
い
た
職
員

の
教
育
委
員
会
配
属
の
分
。

答
建
設
課
長

用
地
買
収
を
す
る
所

は
、
前
年
度
に
現
地
確
認

し
交
渉
す
る
。
事
前
交
渉

で
の
補
償
で
あ
り
、
枯
れ

て
て
も
補
償
し
ま
す
。

問
狩
野
議
員

被
災
宅
地
復
旧
支
援

事
業
補
助
金
、
４
戸
分
で

６
６
６
万
６
０
０
０
円
の

計
上
だ
が
、
今
後
、
引
き

続
き
こ
の
補
助
金
は
申
請

す
れ
ば
出
る
の
か
。

答
建
設
課
長

復
興
基
金
で
事
業
費

２
／
３
が
補
助
支
払
い
が

出
る
。
個
人
負
担
が
50
万

円
以
上
に
対
し
、
２
／
３

の
補
助
に
な
る
。
広
報
誌

等
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

知
ら
せ
て
る
。
県
も
、
ま

だ
引
き
続
き
継
続
さ
れ
る

の
で
状
況
見
な
が
ら
県
と

併
せ
て
い
き
た
い
。原案

可
決
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月　日 区　分 日　　　程 備　　　考

６月14日㈬ 本会議

日程第１ 会議録署名議員の指名について ７番　清田　高広、８番　吉住　貞夫

日程第２ 会期の決定について

町長の提案理由の説明、議案上程

日程第３ 一般質問（５名）
２番　大城戸廣澄、４番　坂村　勇治、
３番　狩野　勝次、５番　坂本　和也、
７番　清田　高広

日程第４ 議案第26号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）玉東町税条例等の一部を改正する条例の制定について（専決第３号）

日程第５ 議案第27号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）玉東町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について（専決第４号）

日程第６ 議案第28号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）平成28年度玉東町一般会計補正予算（第７号）専決第５号

日程第７ 報告第２号 （報告） 和解及び損害賠償額の決定について（専
決第２号）

日程第８ 報告第３号 （報告） 和解及び損害賠償額の決定について（専
決第６号）

日程第９ 報告第４号 （報告） 平成28年度玉東町繰越明許費繰越計算
書の報告について

日程第10 議案第29号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）和解及び損害賠償額の決定について

日程第11 議案第30号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）玉東町地域資源活用住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

日程第12 議案第31号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）
玉東町定住促進住宅用地の分譲に関す
る条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

日程第13 議案第32号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の制定について

日程第14 休会の件

６月15日㈭ 休会 議案調査、審議のため

６月16日㈮ 本会議

日程第１ 議案第33号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）平成29年度玉東町一般会計補正予算（第１号）

日程第２ 議案第34号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）平成29年度玉東町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

日程第３ 議案第35号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）平成29年度玉東町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第４ 議案第36号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）平成29年度玉東町宅地開発特別会計補正予算（第１号）

日程第５ 議案第37号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）人権擁護委員の選任同意について

日程第６ 発議第２号 （趣旨説明、質疑、討論、採決） 平成29年度玉東町議会議員所管事務調
査研修の実施について

日程第７ 請願（陳情）の件 請願（町内１件）、陳情（０件）

日程第８

議会運営委員長提出 閉会中の継続調査申出書

総務・経済・建設常任委員長提出 　　　　　〃

厚生・文教・税務常任委員長提出 　　　　　〃

追加日程
第２号 議案第38号 公立玉名中央病院企業団の共同処理する事務の変更及び規約の全部変更につ

いて

平成２９年第２回議会定例会（議事日程）
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一 般 質 問　（本人の原稿を基本にしています。）

問
自
然
災
害
を
完
全
に

封
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
被
災
し
て
も
人
命

を
守
り
、
経
済
的
に
被
害

を
極
力
少
な
く
す
る
減
災

の
考
え
方
が
重
要
で
す
。

①
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
き
熊
本
地
震
前
に
調
査

し
て
い
る
が
、
地
震
後
の

警
戒
区
域
の
調
査
。

②
災
害
時
及
び
前
後
の
情

報
、
自
然
災
害
に
は
行
政

か
ら
の
情
報
と
住
民
か
ら

の
情
報
が
重
要
と
思
う
が
。

答
建
設
課
長

町
内
の
警
戒
区
域
は

1
0
7
ヶ
所
、
特
別
警
戒

区
域
が
98
ヶ
所
で
、
地
震

直
後
に
熊
本
県
の
ほ
う
で

現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
５
月
末
に
報

告
が
あ
り
ま
し
て
緊
急
的

な
異
常
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

災
害
時
前
後
の
情
報
と

し
て
行
政
か
ら
の
情
報
で

す
け
ど
、
主
に
防
災
無
線

を
使
い
変
動
す
る
異
常
気

象
の
情
報
や
避
難
情
報
、

災
害
後
の
対
応
な
ど
繰
り

返
し
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
が
多
く
な
る

時
期
に
つ
い
て
は
広
報
誌

な
ど
で
町
民
の
皆
様
に
幅

広
く
行
っ
て
い
ま
す
。
続

き
ま
し
て
住
民
の
方
々
か

ら
被
害
の
恐
れ
、
被
災
な

ど
の
情
報
に
お
き
ま
し
て

は
、
直
接
役
場
に
連
絡
し

て
い
た
だ
く
か
、
地
区
の

嘱
託
員
さ
ん
、
消
防
団
に

連
絡
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
が
申
さ
れ
た
よ
う

に
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
常
に
新
し
い

情
報
の
入
手
と
、
地
域
に

ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ

り
得
る
か
の
知
識
、
そ
の

備
え
と
早
め
の
避
難
が
命

を
守
り
、
減
災
に
つ
な
が

る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
災
害
に
備
え
る
意
識

を
持
つ
こ
と
は
行
政
だ
け

か
ら
の
呼
び
掛
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
各
地
区

の
自
主
防
災
組
織
、
こ
の

育
成
と
強
化
が
大
切
で
人

命
を
守
り
、
減
災
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
踏
切
が
狭
く
危
険
で

拡
幅
が
必
要
で
あ
り
、

J
R
西
日
本
に
玉
名
市
と

共
同
で
拡
幅
を
要
望
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
。

答
建
設
課
長

踏
切
は
玉
東
町
と
玉

名
市
の
境
に
位
置
す
る
町

が
管
理
す
る
唯
一
未
改
良

の
踏
切
で
す
。

　

踏
切
は
、
幅
員
３
メ
ー

ト
ル
で
前
後
の
道
路
は
幅

員
5.5
メ
ー
ト
ル
で
踏
切
に

取
り
付
け
て
あ
る
状
態
で

す
。
事
業
の
実
現
は
、
事

業
費
も
含
め
J
R
と
の
協

議
を
進
め
る
こ
と
が
前
提

で
、
着
手
ま
で
に
は
長
時

間
要
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

減
災
と
情
報

議һ̑ਓ͕Ұൠ࣭໰ʹొஃ

質　問　者 質　問　事　項

େ ৓ ށ ኍ ੅ ◦減災と情報・坂門田踏切

ࡔ ଜ ༐ ࣏ ◦速度制限が必要では

ङ ໺ উ ࣍ ◦木葉駅前開発

ࡔ ຊ ࿨ ໵ ◦町づくり・用水路の安全対策

ਗ਼ ా ߴ ޿ ◦認知症施策・通学路の整備（県道191号線の一部）

玉名市側からの坂門田踏切

坂
門
田
踏
切

େ৓ށ ኍ੅議һ
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一 般 質 問　（本人の原稿を基本にしています。）

問
広
域
農
道
で
は
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で

事
故
が
相
次
い
で
い
て
危

険
な
状
況
で
す
。
速
度
制

限
の
対
応
は
で
き
な
い
の

か
伺
い
ま
す
。

答
建
設
課
長

現
在
、
通
過
量
が
増

え
、
高
速
で
の
走
行
が
目

立
つ
中
、
毎
年
事
故
が
発

生
し
て
、
児
童
、
生
徒
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者

の
方
々
の
、
登
下
校
時
な

ど
で
の
人
身
事
故
発
生
の

深
刻
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
町
内
３
校
合
同

で
、
通
学
路
安
全
推
進
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
は
こ
の
会
議
の
中
で
当

路
線
で
の
横
断
歩
道
設
置

箇
所
が
危
険
と
い
う
こ
と

で
現
地
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
担
当
の
方
の
見
解
で

は
、
高
速
制
限
を
か
け
る

こ
と
は
可
能
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
全
線
規
制
は
難
し

く
区
間
設
定
の
規
制
な
ら

ば
と
の
こ
と
で
し
た
。
今

後
、
町
と
通
学
路
安
全
推

進
会
と
協
議
し
、
要
望
書

の
提
出
を
視
野
に
入
れ
、

交
通
規
制
に
向
け
た
調
査

な
ど
、
警
察
署
と
協
議
し

な
が
ら
地
域
の
安
全
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
数
カ
月
前
、
私
の
耕

作
す
る
み
か
ん
園
に
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で

カ
ー
ブ
で
ス
ピ
ン
を
し
て

後
ろ
向
き
で
突
っ
込
ま
れ

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
又
、

５
月
末
に
は
東
山
地
区
の

農
業
用
水
汲
み
場
か
ら
下

り
の
右
カ
ー
ブ
で
石
垣
に

激
突
さ
れ
救
急
搬
送
の
事

故
、
昨
日
は
、
原
倉
西
区

内
で
広
域
農
道
か
ら
山
口

に
右
折
す
る
際
、
下
り
で

左
カ
ー
ブ
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
も
無
く
危
な
い
箇
所
で

す
、
徐
行
を
し
な
が
ら
右

折
し
よ
う
と
し
た
時
、
も

の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
追

い
越
し
を
受
け
ま
し
た
。

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い

マ
ナ
ー
も
な
に
も
無
い
運

転
行
為
で
す
。
こ
の
様
な

路
線
に
横
断
歩
道
が
あ
る

訳
で
す
。
町
長
ど
う
感
じ

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

答
町
長

今
後
、
県
と
協
議
し

な
が
ら
、
広
域
農
道
を
町

道
に
格
上
げ
し
て
道
路
規

制
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
40
㎞
規
制
が
あ
っ

た
ら
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
取

り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
、

通
学
に
も
住
民
の
方
に
も

安
心
安
全
な
道
路
に
な
り

ま
す
。
今
後
し
っ
か
り
と

協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
５
月
８
日
㈪
に
、
総

務
・
経
済
・
建
設
常

任
委
員
会
に
て
、
駅
前
開

発
視
察
の
折
に
総
務
課
長

よ
り
現
状
説
明
を
受
け
平

成
29
年
度
、
最
終
的
な
今

後
の
木
葉
駅
前
周
辺
開
発

計
画
を
伺
い
ま
す
。

答
総
務
課
長

具
体
的
な
内
容
は
、

町
内
、
全
世
帯
を
対
象
と

し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

結
果
を
反
映
さ
せ
策
定
を

し
た
も
の
で
あ
り
、
構
想

策
定
か
ら
４
年
が
過
ぎ
た

現
在
、
一
部
を
見
直
す
必

要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
分

析
を
進
め
た
結
果
、
物
産

施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
の
人
口
、
町
民

の
町
内
で
の
購
買
実
績
、

近
隣
物
産
館
と
の
競
合
の

兼
ね
合
い
、
直
販
所
に
欠

か
せ
な
い
野
菜
の
確
保
手

段
、
国
道
沿
い
で
な
い
駅

前
の
立
地
条
件
な
ど
か
ら
、

大
規
模
な
も
の
を
建
築
し

て
も
黒
字
化
は
容
易
で
な

い
と
い
う
事
が
は
っ
き
り

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、駅
前
の
広
い
土
地

に
夜
間
人
が
い
な
く
な
る
、

公
共
施
設
の
治
安
の
確
保

方
法
も
、配
慮
が
必
要
と
分

か
って
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、物
産

施
設
の
規
模
見
直
し
、町
民

が
集
え
る
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
、大
人
の
サ
ー
ク
ル
活

動
に
加
え
、子
供
達
の
学
習

の
場
と
し
活
用
で
き
る
交

流
施
設
の
建
築
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

検
討
段
階
で
、
住
宅
を

併
設
で
き
れ
ば
駅
前
立
地

か
ら
の
需
要
が
見
込
め
、

定
住
促
進
の
町
、
広
告
等

と
し
て
の
効
果
や
夜
間
の

治
安
確
保
に
も
効
果
を
発

揮
す
る
の
で
は
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、

我
々
執
行
部
で
は
気
付
か
な

い
町
民
方
々
の
視
点
で
御
意

見
を
賜
り
、町
民
が
誇
り
に

思
う
駅
前
の
実
現
に
向
け

た
構
想
改
定
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
視
察
の
折
に
、
地
権

者
か
ら
土
地
の
寄
附

が
あ
っ
た
と
の
説
明
で
す

が
寄
附
に
あ
た
っ
て
、
ど

う
い
っ
た
交
渉
が
行
わ
れ

た
訳
で
す
か
？

答
総
務
課
長

随
分
、
前
の
話
で
町

長
か
ら
お
伺
い
し
た
話
の

中
で
寄
附
を
し
て
も
い
い

と
い
う
ふ
う
な
話
を
伺
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　

担
当
課
の
方
に
確
認
し

た
所
、
寄
附
で
は
な
く
契

約
を
結
び
買
収
し
た
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
駅
前
土
地
買
収
価
格

は
、
一
律
、
同
じ
評

価
額
の
買
収
で
す
か
？

答
総
務
課
長

買
収
価
格
は
、
不
動

産
鑑
定
士
を
入
れ
て
、
一

律
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

約
25
筆
、約
坪
価
格
３
万

３
千
円
～
５
万
７
千
円
。

問
Ｈ
29
が
最
終
的
な
駅

前
開
発
構
想
、
開
発

工
事
は
い
つ
頃
か
ら
？

答
総
務
課
長

土
地
が
約
２
５
０
０

平
米
、
目
標
と
し
今
年
度

中
に
と
考
え
て
る
け
ど
も
、

伸
び
た
場
合
は
最
悪
、
繰

越
事
業
と
い
う
こ
と
に
な

る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。

速
度
制
限
が
必
要

で
は

木
葉
駅
前
開
発

ଜɹ༐࣏議һࡔ

ङ໺ɹউ࣍議һ

登りきったところが横断歩道

右折の時の危険箇所
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一 般 質 問　（本人の原稿を基本にしています。）

問
町
民
だ
れ
も
が
誇
り

に
思
え
る
木
葉
駅
前

の
具
体
的
構
想
は
。

答
総
務
課
長

構
想
策
定
か
ら
４
年

が
経
っ
た
現
在
、
構
想
の

一
部
見
直
し
の
必
要
性
が

高
ま
っ
た
為
、
構
想
改
定

案
の
作
成
に
着
手
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
物

産
施
設
や
交
流
施
設
の
規

模
の
見
直
し
、
喫
茶
ス
ペ

ー
ス
や
住
宅
の
併
設
等
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス
の
案
を

６
月
20
日
開
催
の
町
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
示
し
、

皆
様
方
の
御
意
見
を
賜
り

具
体
像
を
決
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
を
活
用
し
た
二

つ
の
事
業
が
有
り
ま
す
。

一
つ
は
、
木
葉
駅
横
に
あ

る
老
朽
化
が
著
し
い
ト
イ

レ
の
解
体
・
新
築
と
、
町

の
情
報
発
信
を
行
う
施
設

も
併
設
し
て
建
設
し
ま
す
。

二
つ
目
は
、
オ
レ
ン
ジ
タ

ウ
ン
西
側
の
ふ
れ
あ
い
広

場
に
大
型
遊
具
を
整
備
し

ま
す
。
子
育
て
し
や
す
い

玉
東
町
を
P
R
す
る
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
今
後
の
定

住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
今
後
の
住
宅
地
開
発

に
つ
い
て
。

答
町
長

山
北
地
区
は
、
さ
く

ら
タ
ウ
ン
横
の
分
譲
地
整

備
を
、
木
葉
地
区
は
、
旧

熊
本
繭
繊
維
の
跡
地
約
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
共

有
地
部
分
を
先
行
取
得
し

財
政
的
に
も
無
理
を
し
な

い
で
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問
国
道
2
0
8
号
パ
チ

ン
コ
ザ
ウ
ル
ス
前
を

流
れ
る
安
楽
寺
用
水
に
フ

ェ
ン
ス
や
ガ
ー
ド
が
有
り

ま
せ
ん
、
近
く
の
住
宅
地

に
小
さ
な
子
供
達
も
い
ま

す
。
安
全
対
策
を
す
べ
き

と
思
う
が
。

答
建
設
課
長

以
前
会
社
の
社
宅
跡

地
に
最
近
新
築
を
さ
れ
た

方
々
を
含
め
６
世
帯
の

方
々
が
生
活
さ
れ
て
お
り
、

小
さ
な
子
供
さ
ん
が
お
ら

れ
た
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

用
水
路
は
深
さ
約
２
m
で

住
宅
地
の
上
下
１
０
０
m

ほ
ど
で
す
。
す
べ
て
転
落

の
危
険
性
を
感
じ
る
所
で

す
。
尊
い
人
命
を
守
る
う

え
で
は
緊
急
性
を
持
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
思

う
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
用

水
組
合
で
管
理
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
計
画
協
議
、

ま
た
許
可
等
も
必
要
に
な

っ
て
く
る
の
で
は
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

用
水
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

町
づ
く
り
に
つ
い
て

旧熊本繭繊維跡地

用水路危険箇所

ຊɹ࿨໵議һࡔ

問
町
は
、
認
知
症
高
齢

者
等
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
ん
な
施
策
を
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　

た
だ
認
知
症
高
齢
者
等

の
行
方
不
明
者
の
早
期
発

見
保
護
へ
の
対
策
・
対
応

が
不
安
と
、
心
配
の
声
を

聞
く
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

答
保
健
介
護
課
長

玉
名
管
内
の
玉
名
市

や
長
洲
町
で
は
、高
齢
者
見

守
り
事
前
登
録
制
度
を
実

施
し
、警
察
や
町
等
が
情
報

共
有
を
図
り
行
方
不
明
発

生
時
に
迅
速
に
捜
索
活
動
に

つ
な
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

南
関
町
で
も
同
様
の
事

前
登
録
制
度
を
進
化
さ
せ

捜
索
活
動
に
つ
な
げ
て
お

ら
れ
る
。

　

他
の
自
治
体
や
関
係
機

関
と
の
取
り
組
み
を
参
考

に
町
内
関
係
各
課
や
協
力

事
業
所
と
の
検
討
を
は
じ

め
、
町
に
お
い
て
も
行
方

不
明
時
、
さ
ら
に
迅
速
な

発
見
体
制
の
構
築
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問
国
や
県
で
は
、
自
治

体
だ
け
で
な
く
広
域

化
を
進
め
ら
れ
て
い
る
と

聞
く
が
、
も
う
少
し
具
体

的
な
答
弁
を
願
う
。

答
保
健
介
護
課
長

た
だ
今
実
施
し
て
い
る

施
策
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
を
毎
年
実
施
し
て
い

る
。
町
内
小
学
校
の
６
年

生
や
関
係
団
体
、
友
愛
ク

ラ
ブ
や
介
護
予
防
の
地
区
サ

ロ
ン
、
小
学
校
地
区
サ
ロ
ン
、

地
域
づ
く
り
応
援
団
、
金

融
機
関
等
や
新
聞
配
達
事

務
所
、
ガ
ス
屋
さ
ん
、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
等
の
高
齢
者
見

守
り
支
援
団
体
で
養
成
講

座
を
実
施
し
て
い
る
。

問
町
内
に
お
い
て
早
朝

発
見
の
模
擬
訓
練
等

も
さ
れ
て
い
な
い
。
形
だ

け
、
体
制
だ
け
を
作
っ
て

も
実
際
起
こ
っ
た
と
き
に

対
応
出
来
な
い
。
日
ご
ろ

の
訓
練
が
必
要
、
訓
練
と

協
力
者
の
養
成
を
同
時
進

行
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
保
健
介
護
課
長

日
常
生
活
に
お
い
て

突
然
起
こ
っ
て
か
ら
で
は

対
応
の
仕
方
等
に
苦
慮
す

る
の
で
、
声
掛
け
訓
練
や

情
報
伝
達
訓
練
等
す
ぐ
出

来
る
訓
練
は
、
関
係
団
体

と
の
連
携
で
早
急
に
検
討
、

実
施
し
て
い
き
た
い
。

まとめ
協
力
者
が
多
け
れ
ば

発
見
保
護
に
つ
な
が

る
、
協
力
者
の
養
成
も
願
う
。

是非、実施していただきたい模擬訓練
認知症・高齢者等の行方不明早期発見訓練は、日ごろからの訓練も必要では。

อ݈հޢ՝௕ ɻ͍ͨ͠ࢪɺ࣮౼ݕʹٸ࿅౳͸ૣ܇Ͱɺܞମͱͷ࿈ஂ܎ؔ
町௕ Ո଒ͷཧղ͕Ұ൪େࣄɺ͍ΖΜͳ͜ͱΛ͔Έ߹Θͤɺೝ஌঱αϙʔλʔɺʮͱ΋
ʹาΉ会ʯͷ׆ಈͱڞ༗͋ͬͯ͠Ώ͘΄͔͸ͳ͍ɻ
通学路の二俣橋からJA玉東支所の間の県道は、歩道設置はつぎはぎで計画性に疑問。
子どもを守ることは、運転者町民を守ることにもなる、県道だが早急な整備が必要では。
ઃ՝௕ݐ Ҏલ平成��年౓׬成ࠐݟΈͱ౴ห͕ͨ͠ɺ਒ࡂ౳΋͋Γݝ΋ྀ͍ۤͯ͠Δɻ ਗ਼ాɹ޿ߴ議һ
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去
る
７
月
10
日（
月
）厚

生
・
文
教
・
税
務
常
任
委

員
会
を
開
催
し
た
。

　

町
か
ら
、
各
関
係
主
管

課
長
及
び
担
当
者
の
出
席

を
要
請
し
、
議
会
か
ら
は
、

委
員
全
員（
清
田
・
田
添
・

松
尾
・
吉
住
・
林
）
が
出

席
し
協
議
し
た
。

　
①
子
ど
も
医
療
費
助
成
に

つ
い
て

②
国
保
運
営
の
都
道
府
県

化（
概
要
）に
つ
い
て

①「
地
区
サ
ロ
ン
を
活
か

し
た
ち
ょ
っ
と
ず
つ
さ

さ
え
あ
う
地
域
づ
く

り
」
の
推
進
体
制
に
つ

い
て

①
徴
収
状
況
に
つ
い
て

　

各
課
長
よ
り
内
容
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
質
疑

応
答
を
繰
り
返
し
た
り
し

て
、
各
常
任
委
員
と
協
議

を
し
、
意
見
交
換
等
を
行

い
活
発
な
委
員
会
で
あ
っ

た
。

　

町
内
の
各
学
校
訪
問
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

目
標
に
向
か
っ
て
、
児
童

生
徒
の
主
体
性
と
豊
か
な

心
を
育
む
人
間
性
豊
か
な

子
ど
も
た
ち
の
育
成
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た

ち
に
合
っ
た
、
確
か
な
学

力
の
向
上
、
育
成
に
向
け

た
取
り
組
み
の
説
明
を
受

け
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

通
学
、
学
習
環
境
の
充
実

の
た
め
委
員
会
で
も
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と

強
く
感
じ
た
学
校
訪
問
で

あ
っ
た
。

　

今
日
の
常
任
委
員
会
、

町
民
の
方
々
か
ら
の
意

見
・
要
望
も
含
め
現
状
と

課
題
等
に
つ
い
て
協
議
し
、

今
後
の
対
応
等
要
請
し
た
。

　

去
る
５
月
８
日
委
員
会

を
開
催
し
梅
雨
前
の
町
内

河
川
の
状
況
や
危
険
箇
所

の
説
明
・
木
葉
駅
前
開
発

等
の
進
捗
状
況
報
告
を
受

け
、
そ
の
後
現
場
視
察
を

行
っ
た
。

熊
本
地
震
復
旧
状
況

被
害
状
況

（
平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
）

家
屋
解
体
進
捗
状
況

（
空
き
家
を
除
く
）

玉
東
町
経
営
体
育
成
支
援

事
業（
農
業
用
倉
庫
）

（
平
成
29
年
７
月
19
日
現
在
）

応
急
修
理
進
捗
状
況

厚
生
・
文
教
・
税
務
常
任
委
員
会

総
務
・
経
済
・
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

清
田　

高
広

委
員
長　

坂
本　

和
也

町
民
福
祉
課

保
健
介
護
課

税
務
課

教
育
委
員
会

授業参観の様子

全壊住宅を解体後、新築 玉東町グラウンド西側の解
体ごみの仮置場

町は木葉川の改修を要望しており、県が梅雨を
前に浚渫を行ったところです。

駅前開発箇所視察

意見交換の様子

全　壊 14件

大規模半壊 27件

半　壊 119件

一部損壊 236件

合　計 396件

申し込み件数
（見込み） 44件

解体済 22件

解体中 7件

解体待ち 15件

解体済割合 50％

申し込み件数
（見込み） 104件

修理済件数 98件

割　合 94.2％

事業 着工 竣工
件数 件数 率 件数 率

平成28年度
修繕 14 10 71.4 9 64.3
再建 12 3 25.0 2 16.7
撤去 13 10 76.9 10 76.9

計 39 23 59.0 21 53.8

平成29年度
修繕 4 0 0.0 0 0.0
再建 3 0 0.0 0 0.0
撤去 4 0 0.0 0 0.0

計 11 0 0.0 0 0.0
合　　計 50 23 46.0 21 42.0

※ハウス、機械を除く建物のみ
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議会の動き議会の動き議会の動き
5月  8日議会全員協議会

19日議会全員協議会

21日玉東中学校体育大会

28日山北・木葉小学校体育祭

31日ともに歩む会総会

31〜6月1日議長・副議長研修会

7月5〜7日職場対抗球技大会

7日広報委員会

11日広報委員会

21日介護ホームはぶの夕涼み会

22日葉山苑夏祭り

31〜8月2日所管事務調査研修

6月  6日ふれあいの丘運営委員会

7日町防災会議

8日玉東町社協理事会

14〜16日６月議会定例会

19日夏まつり実行委員会

編 

集 

後 

記

古紙配合率100%再生紙を使用しています※この広報紙は地域環境にやさしい植物油型インキを使用しています。
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６
月
20
日
、
駅
前
開
発

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
て
み
た
。
担
当
者
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状

況
や
構
想
を
詳
し
く
説
明

を
受
け
た
後
、
班
ご
と
に

意
見
を
出
し
合
っ
た
。
残

念
な
こ
と
に
参
加
者
は
少

な
か
っ
た
け
ど
、
活
発
な

意
見
と
な
り
構
想
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
町

民
目
線
で
の
貴
重
な
意
見

が
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

へ
の
一
歩
に
な
る
の
で
は
。

（
坂
村
）

木葉駅前開発ワークショップ

６月20日に行われた
ワークショップの様子

完成予想図

次
回
の
議
会
開
催
は
９
月
中
旬
で
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
、広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
ご
要
望
、請
願
・

陳
情
等
、ま
た
、議
会
広
報
紙
へ
の
写
真
・
記
事
等
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


